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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第19期

第２四半期連結
累計期間

第20期
第２四半期連結

累計期間
第19期

会計期間
自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日

自　平成25年６月１日
至　平成26年５月31日

売上高 （千円） 13,379,695 12,468,972 26,381,304

経常利益 （千円） 520,460 269,975 1,138,161

四半期（当期）純利益 （千円） 343,467 184,925 813,014

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 347,509 185,403 806,414

純資産額 （千円） 6,215,173 7,938,847 7,868,557

総資産額 （千円） 18,126,443 21,368,514 19,963,845

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 46.36 20.96 103.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 45.79 20.95 102.87

自己資本比率 （％） 34.2 37.2 39.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 809,634 △1,273,030 672,447

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △156,310 △1,212,611 392,902

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △550,463 1,503,475 541,996

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,337,364 1,860,722 2,841,850

 

回次
第19期

第２四半期連結
会計期間

第20期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成25年９月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年９月１日
至　平成26年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 25.38 12.08

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成26年６月１日～平成26年11月30日）におけるわが国経済は、消費税増税後の個

人消費の大幅な落ち込みもあり、景気の回復基調が停滞する状況となりました。

公益財団法人東日本不動産流通機構によりますと、首都圏の中古マンション市場における平均成約価格は、平成

26年11月まで23カ月連続で前年同月を上回って推移したものの、成約件数は、大幅な伸びを示した前年からの反動

もあり、当第２四半期連結累計期間において前年同期から10.1％の減少となりました。

このような環境の中、当社グループは、重点方針として、主たる事業であります中古マンション再生流通事業

（リノヴェックスマンション事業）の事業エリアを、これまでの首都圏に加え地方展開を積極的に推進いたしまし

た。具体的には、前期において札幌店、大阪店、福岡店、そして、当期において名古屋店及び仙台店を順次開設い

たしました。地方展開を進める背景としては、首都圏における市場の拡大と共に参入者が相次ぎ、仕入環境が厳し

くなっている一方で、地方主要都市において築年数を重ねたマンションが増加してきている点を考慮し、地方エリ

アでの事業拡大を図るものであります。それにより、当第２四半期連結累計期間の仕入件数は、前年同期を29件上

回る577件となりました。

売上面におきましては、リノヴェックスマンションの販売件数が538件と前年同期を5件上回ったものの、地方展

開の拡がりと共に平均販売価格が2.4％低下し、リノヴェックスマンション販売の売上高は、113億62百万円（前年

同期比1.5％減）となりました。加えて、その他不動産事業において、前年同期のような規模のオフィスビルの売

却（約12億円）が無かったこと等により、連結での売上高は124億68百万円（同6.8％減）となりました。

利益面におきましては、前期はリノヴェックスマンション販売が極めて好調であったため、粗利益率は通常時よ

りも高い水準で推移しました。一方、当第２四半期までは、その反動と、消費税増税の影響もあり、買い需要が弱

含みで推移し、粗利益率が12.3％と前年同期に比べ1.7ポイント低下いたしました。また、地方展開に伴う人件費

等の先行コストの発生により販売費及び一般管理費が増加（同6.4％増）したことで、営業利益は前年同期に比べ

低下いたしました。一方、財務体質の強化により金融機関からの融資条件が改善され、営業外費用が前年同期に比

べ22.9％減と大きく圧縮することができました。

以上によりまして、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高が124億68百万円（前年同期比6.8％

減）となり、営業利益が3億99百万円(同42.6％減)、経常利益2億69百万円(同48.1％減)、四半期純利益1億84百万

円(同46.2％減)となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（中古マンション再生流通事業 〔リノヴェックスマンション事業〕）

当事業部門において、リノヴェックスマンションの販売件数が538件（前年同期比5件増）、平均販売価格が

2,111万円（同2.4％減）となり、物件販売の売上高は113億62百万円（同1.5％減）となりました。また、マンショ

ンによる賃貸収入売上は92百万円（同16.8％減）、その他収入売上が48百万円（同267.7％増）となりました。

これらの結果、当事業部門における売上高は、115億3百万円（同1.4％減）となり、営業利益は、4億38百万円

（同40.2％減）となりました。

 

（その他不動産事業）

当事業部門において、レジデンス物件の売却があったものの、前年同期のような規模のオフィスビルの売却が

なかったため、物件販売による売上高は4億30百万円（前年同期比64.0％減）となりました。また、その他不動産

による賃貸収入売上は2億11百万円（同0.1％減）、その他収入売上は、リノベーション内装請負事業等により3億

22百万円（同5.3％増）となりました。
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これらの結果、当事業部門の売上高は9億65百万円（同43.7％減）、営業利益は1億60百万円（同2.7％増）とな

りました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローにおいて、物

件取得による、たな卸資産12億7百万円の増加を主な要因として、12億73百万円の支出超過（前年同期は8億9百万

円の収入超過）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の売却による収入6億円等があった一方で、固定資産の取得に

よる支出18億12百万円等により、12億12百万円の支出超過（前年同期は1億56百万円の支出超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入21億40百万円及び短期借入金の純増加額2億89百

万円があった一方で、長期借入金の返済による支出7億90百万円、配当金の支払いによる支出1億22百万円等によ

り、15億3百万円の収入超過（前年同期は5億50百万円の支出超過）となりました。

以上により、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ9億81百万

円減少し18億60百万円となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,500,000

計 17,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,825,600 8,825,600 東京証券取引所（市場第二部）
単元株式数

100株

計 8,825,600 8,825,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
－ 8,825,600 － 2,209,368 － 2,318,217
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（６）【大株主の状況】

  平成26年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社イーアライアンス 東京都港区北青山2-11-10-403 2,361,300 26.76

山本　卓也 東京都港区 1,026,400 11.63

インテリックス従業員持株会 東京都渋谷区渋谷2-12-19 196,000 2.22

長谷川　聡 神奈川県川崎市幸区 168,300 1.91

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町1-3-2 158,600 1.80

山本　貴美子 東京都港区 133,000 1.51

ＵＢＳ　ＡＧ　ＬＯＮＤＯＮ　Ａ／

Ｃ　ＩＰＢ　ＳＥＧＲＥＧＡＴＥ

Ｄ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣＣＯＵＮＴ

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）

ＢＡＨＮＨＯＦＳＴＲＡＳＳＥ　４５，　

８００１　ＺＵＲＩＣＨ，　ＳＷＩＴＺＥ

ＲＬＡＮＤ

（東京都新宿区新宿6-27-30）

100,000 1.13

バンク　オブ　ニユーヨーク　ジー

シーエム　クライアント　アカウン

ト　ジエイピーアールデイ　アイエ

スジー　エフイー－エイシー

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲＴ　

１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯ

ＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　ＵＮＩＴＥ

Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ

（東京都千代田区丸の内2-7-1）

91,500 1.04

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 89,000 1.01

北沢産業株式会社 東京都渋谷区東2-23-10 71,400 0.81

計 － 4,395,500 49.80

(注）上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち信託業務に係る株式数は89,000株

であります。なお、それらのすべてが投資信託設定分となっております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 8,824,400 88,244 －

単元未満株式 　普通株式    1,200 － 1単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 8,825,600 － －

総株主の議決権 － 88,244 －

（注）「単元未満株式」欄には、自己株式35株を含めております。

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年６月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,370,127 2,280,602

売掛金 39,011 50,195

販売用不動産 8,274,737 9,760,426

仕掛販売用不動産 3,370,580 3,992,184

前渡金 163,423 239,561

繰延税金資産 120,284 82,642

その他 169,937 136,790

貸倒引当金 △1,617 △940

流動資産合計 15,506,484 16,541,463

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,143,071 1,334,522

土地 2,214,056 2,268,057

その他（純額） 41,029 40,698

有形固定資産合計 3,398,157 3,643,278

無形固定資産   

借地権 467,663 467,663

その他 3,881 6,429

無形固定資産合計 471,544 474,092

投資その他の資産   

投資有価証券 159,640 195,842

繰延税金資産 7,669 15,908

その他 436,236 502,721

貸倒引当金 △15,887 △4,793

投資その他の資産合計 587,658 709,679

固定資産合計 4,457,360 4,827,050

資産合計 19,963,845 21,368,514

負債の部   

流動負債   

買掛金 584,615 584,141

短期借入金 6,642,958 6,932,568

1年内償還予定の社債 35,000 35,000

1年内返済予定の長期借入金 1,024,861 1,221,405

未払法人税等 363,990 36,798

前受金 81,891 108,023

アフターサービス保証引当金 11,061 11,061

その他 404,370 405,951

流動負債合計 9,148,748 9,334,947

固定負債   

社債 110,000 92,500

長期借入金 2,435,501 3,588,006

その他 401,037 414,213

固定負債合計 2,946,538 4,094,719

負債合計 12,095,287 13,429,667
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,203,138 2,209,368

資本剰余金 2,416,466 2,422,696

利益剰余金 3,258,052 3,319,802

自己株式 △37 △37

株主資本合計 7,877,620 7,951,830

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △12,440 △12,208

繰延ヘッジ損益 △1,020 △773

その他の包括利益累計額合計 △13,460 △12,982

新株予約権 4,397 -

純資産合計 7,868,557 7,938,847

負債純資産合計 19,963,845 21,368,514
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 13,379,695 12,468,972

売上原価 11,426,407 10,732,155

売上総利益 1,953,287 1,736,816

販売費及び一般管理費 ※ 1,256,997 ※ 1,337,151

営業利益 696,290 399,664

営業外収益   

受取利息 96 271

受取配当金 1,851 2,674

投資有価証券売却益 6,951 1,481

違約金収入 3,411 3,900

業務受託料 2,700 2,700

その他 3,637 9,138

営業外収益合計 18,648 20,166

営業外費用   

支払利息 158,301 119,326

支払手数料 32,359 26,541

その他 3,816 3,987

営業外費用合計 194,478 149,854

経常利益 520,460 269,975

特別利益   

新株予約権戻入益 233 155

特別利益合計 233 155

特別損失   

固定資産処分損 1,287 20,257

ゴルフ会員権評価損 - 5,700

特別損失合計 1,287 25,957

税金等調整前四半期純利益 519,406 244,173

法人税、住民税及び事業税 71,235 29,084

法人税等調整額 104,703 30,162

法人税等合計 175,939 59,247

少数株主損益調整前四半期純利益 343,467 184,925

四半期純利益 343,467 184,925
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 343,467 184,925

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,440 231

繰延ヘッジ損益 △397 246

その他の包括利益合計 4,042 477

四半期包括利益 347,509 185,403

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 347,509 185,403

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 519,406 244,173

減価償却費 29,931 52,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,317 △11,770

アフターサービス保証引当金の増減額（△は減

少）
3,963 －

受取利息及び受取配当金 △1,947 △2,946

投資有価証券売却損益（△は益） △6,951 △1,481

支払利息 158,301 119,326

為替差損益（△は益） － △1,218

新株予約権戻入益 △233 △155

ゴルフ会員権評価損 － 5,700

固定資産処分損益（△は益） 1,287 20,257

売上債権の増減額（△は増加） △23,882 △11,184

たな卸資産の増減額（△は増加） 67,884 △1,207,166

前渡金の増減額（△は増加） △46,398 △76,138

仕入債務の増減額（△は減少） 229,555 △474

その他の資産の増減額（△は増加） 11,811 42,505

その他の負債の増減額（△は減少） 15,959 29,558

小計 957,370 △798,582

利息及び配当金の受取額 1,947 2,946

利息の支払額 △140,273 △126,590

法人税等の支払額 △28,316 △350,803

法人税等の還付額 18,906 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 809,634 △1,273,030

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △118,700 △137,803

定期預金の払戻による収入 100,000 173,000

固定資産の取得による支出 △98,284 △1,812,534

固定資産の売却による収入 － 600,692

投資有価証券の取得による支出 △83,395 △197,517

投資有価証券の売却による収入 44,111 162,131

その他 △41 △580

投資活動によるキャッシュ・フロー △156,310 △1,212,611

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 77,529 289,610

長期借入れによる収入 701,000 2,140,000

長期借入金の返済による支出 △1,088,134 △790,951

社債の償還による支出 △17,500 △17,500

自己株式の取得による支出 △181,797 －

配当金の支払額 △74,377 △122,115

ストックオプションの行使による収入 36,601 8,217

その他 △3,784 △3,784

財務活動によるキャッシュ・フロー △550,463 1,503,475

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 1,038

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 102,860 △981,128

現金及び現金同等物の期首残高 1,234,503 2,841,850

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,337,364 ※ 1,860,722
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【注記事項】

（追加情報）

（有形固定資産から販売用不動産への振替）

賃貸用不動産として保有していた有形固定資産のうち900,127千円を所有目的の変更により、販売用不動産

に振替えております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日

　　至 平成25年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日

　　至 平成26年11月30日）

販売仲介手数料 354,217千円 309,605千円

給料手当 399,845 472,617

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日）

現金及び預金勘定 1,478,925千円 2,280,602千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △141,561 △419,880

現金及び現金同等物 1,337,364 1,860,722
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日）

 

　１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月12日

取締役会
普通株式 75,569 1,000 平成25年５月31日平成25年８月12日 利益剰余金

 

　　　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月９日

取締役会
普通株式 103,299 1,400 平成25年11月30日平成26年２月10日 利益剰余金

（注）１株当たり配当金については、基準日が平成25年11月30日であるため、平成25年12月１日付の株式分割（1：100）

については加味しておりません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

 

　１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月14日

取締役会
普通株式 123,175 14 平成26年５月31日平成26年８月11日 利益剰余金

 

　　　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月13日

取締役会
普通株式 88,255 10 平成26年11月30日平成27年２月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

中古マンション
再生流通事業

その他
不動産事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 11,663,916 1,715,778 13,379,695 － 13,379,695

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 11,663,916 1,715,778 13,379,695 － 13,379,695

セグメント利益 733,124 156,157 889,282 △192,991 696,290

　（注）１．セグメント利益の調整額△192,991千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。全社費

　　　　　　用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

中古マンション
再生流通事業

その他
不動産事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 11,503,487 965,484 12,468,972 － 12,468,972

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 11,503,487 965,484 12,468,972 － 12,468,972

セグメント利益 438,067 160,307 598,375 △198,710 399,664

　（注）１．セグメント利益の調整額△198,710千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。全社費

　　　　　　用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 46円36銭 20円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 343,467 184,925

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 343,467 184,925

普通株式の期中平均株式数（株） 7,408,830 8,824,342

   

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円79銭 20円95銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 92,527 863

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

 平成27年１月13日開催の取締役会において、当第２四半期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 　 　　（1）当第２四半期末配当による配当金の総額・・・・・・・88,255千円

　　　　（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・10円

　　　　（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・平成27年２月10日
 

（注）平成26年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月14日

株式会社インテリックス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永　澤　宏　一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　村　竜　平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社インテ

リックスの平成26年６月１日から平成27年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年９月１日か

ら平成26年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年６月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インテリックス及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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